
一般社団法人 電子情報通信学会 信学技報

THE INSTITUTE OF ELECTRONICS,                                IEICE Technical Report
INFORMATION AND COMMUNICATION ENGINEERS

This article is a technical report without peer review, and its polished and/or extended version may be published elsewhere.
Copyright ©20●● by IEICE

プラットフォームビジネスのための PaaS 型開発ツール機能要件の提案
－ビジネスモデル 3.0 タスクフォース報告 02－

片岡 信弘*1  堀米 明*2 久保田 雅彦*3 五月女 健治*4 小松 昭英*5  

増井 久之*6 須栗 裕樹*7 松本 正雄*8 木村 礼壮*9 荒川 弘熙*10

*1元東海大 *2フィジオ *3MIND 社 *4法政大 *5APSOM
*6電気学会 *7宮城大  *8ICEIS *9 ドリーム IT 研 *10チーム荒川

E-mail: *1 kataoka9@kataoka9.com *2 horimai@figeo.co.jp *3kubota.masahiko@mind.co.jp
*4saotome@hosei.ac.jp *5 komatsu.shoei@nifty.com *6 masui@crocus.ocn.ne.jp

    *7suguri@myu.ac.jp *8 mjm@m.ieice.org *9 reiso.kimura@dream-biz.jp
*10 arakawah@team-arakawa.com

あらまし  当タスクフォースでは，プラットフォームビジネスに注目して議論を進めきた，この理由は，多数の

プラットフォームビジネスが新設されているからである．また，発案したビジネスモデルを迅速に立ち上げるため

には，これを支える情報システムが不可欠であるが，このためには，システム立ち上げに必要なリソースや，シス

テム構築する手間などの面からクラウドでの実動が最も優れていると考えられる．世の中には，複数の PaaS 型開

発ツールが存在する．そこで，プラットフォームビジネスを支える PaaS 型開発ツールに要求される機能要件の整

理をしたので提案をする．次のステップとして，各ツールが提案した機能をどこまで備えているかの調査結果を報

告する予定である．
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Abstract In this taskforce, we paid attention to platform business. The reason is that there are a lot of platforms for 
business. In addition, a lot of new business is founded on a platform. It is the best to use PaaS to realize IS for new 
business model immediately. There are plural PaaS systems in the world. We arranged the PaaS function that supports 
platform business.
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1. はじめに

当タスクフォースは，ビジネスモデルのアイデアに

基づくビジネスモデルの設計と評価，これを支える情

報システムの迅速な実動化の一連の手順を確立するこ

とを目指している．

タスクフォースの全体像を図 1 に示す．ここでは，

アイデアからビジネスモデルの設計，それの評価によ

るビジネスモデルのブラッシュアップ，これを実現す

るビジネスアーキテクチャの設計，ビジネスアーキテ

クチャを支える情報システムの迅速な実現手順を確立

する．なお，タスクフォース計画の詳細については，

参考文献 [1]を参照されたい．

このタスクフォースでは，まずはプラットフォーム

ビジネスに焦点を当てて検討を進めている．プラット

フォームビジネスは，それ自体が製品やサービスを提

供するのではなく，製品やサービスを提供する企業や



2

個人を顧客に仲介するビジネスである．これに焦点を

当てた理由は，最近，多数のプラットフォームビジネ

スが立ち上がってきているからである．

また，本報告は，図 1 全体像の中の⑤の部分のビジ

ネスアーキテクチャから情報システムの迅速な実現の

部分について論じている．

ビジネスアーキテクチャの要件からそれを支える

情報システム像が明確になった時，これを実現するに

は，従来の上流設計，下流設計ではなく，データベー

スや業務の流れなどの設定でシステムを稼動できるい

わゆる超高速開発 [2,3,4] の利用が迅速性を担保でき

る最も良い方法である．

高速開発ツールは，表 1 に示すように 3 つのタイプ

がある．タイプ 1 はソースコードを自動生成するもの

であり，タイプ 2,3 は実行エンジンにより生成したシ

ステムを即実動できるものである．実行エンジン型の

ものは更に，生成したシステムをサーバで動作させる

ものとクラウド上で動作されるもの (PaaS 型 )がある．

システムの動作環境は，PaaS 型のものが立ち上げ

時のリソースの少なさからも望ましい．

このような観点から，当報告では，プラットフォー

ムビジネスの実現に必要な PaaS 型の開発ツールにつ

いて，どのような機能をもつべきかを検討し提言する

ものである．

また，今後いくつかの開発ツールについて提言した

機能の整備状況を調査し報告する予定である．

表 1 高速開発ツールの種別
タイプ 大分類 小分類 事例

1 ソース生成型   -- GeneXus
2

実行エンジン型
サーバ動作型 Magic xpa

3 PaaS 動作型 Force.com

図 1 タスクフォース全体図

2. プラットフォームビジネス

2.1 プラットフォームビジネスとは

プラットフォームビジネスは，「基盤型プラットフォ

ーム」と「仲介型プラットフォーム」に分類される [4]．
基盤型プラットフォームは，製品やサービスを事業者

が提供し，それを前提とした補完製品やサービスを他

の事業者が提供するものである．事例としては，パソ

コンやスマホの OS，Intel や AMD のチッブ，IaaS や

SNS(Facebook や mixi)などである．

仲介型プラットフォームは，プラットフォームが直

接製品やサービスを提供するのではなく，それらを提

供する事業者とそれの利用者を仲介するものである．

  図 2 仲介型プラットフォームビジネス概念図

仲介するものとしては，サービスであったり，情報

であったりする．提供者は，事業者に限らず個人の場

合もある．事業者の典型事例は，グルメの予約サイト

であり，飲食店と個人の仲介である．また，個人の場

合の典型事例は，カーシェヤリングであり，個人と個

人の仲介である．また，提供者と利用者以外に第 3 者

として仲介の場に広告を出す広告主が１つの役割を担

うケースも多い．

このような仲介ビジネスは，「複数グループのニーズ

を仲介することによって，グループ間の相互作用を触

媒し，市場経済圏を作るビジネスモデル」 ([6]を元に

一部変更 )と定義することができる．

2.2 仲介型プラットフォームビジネスの分類

仲介型プラットフォームビジネスを何が主であるか，

を基準に分類すると「仲介」，「情報場提供」，「共同活

動」の 3 つに分類できる．これを表 2 に示す．

この分類は，[7]で行った分類のマルチサイドプラッ

トフォームの「斡旋報酬 /共同購入 /広告」の 3 つの分

類を元に一部変更している．変更の理由は，収益モデ

ルと切り離したことである．切り離した理由は，収益

モデルは，事業の進展と共に変化することや，複数の

分類に関係するからである．例えば，広告の収益モデ

ルは，情報場に限らず，他の分類でも利用される．

次に 3 つの分類の概要について説明する．

①「仲介」は，サービスを提供する事業者や個人と，

このサービスを受ける個人を仲介するものであり最も

典型的な仲介型プラットフォームビジネスである．こ

れの収益モデルは，仲介手数料の場合が多い．

②「情報場提供」は，情報を発信できる場を提供する

ものである．例えば，クックパッドは，レシピーの情

仲介型プラットフォームビジネスプレイヤー

サービス
提供者

(企業/個人)

サービス
利用者

(企業/個人)
広告主



3

報を発信できる場を提供している．これの収益モデル

は，場の参加費であったり，広告であったりする．し

か し 同 じ よ う に ニ ュ ー ス 情 報 を 発 信 し て い る

Smartnews は事業者自身が情報の発信を行っている

ため，仲介型プラットフォームビジネスではなく，基

盤型プラットフォームに分類される．

③「共同活動」は，ある一定数以上の利用者がそろえ

ば実施可能なサービスを，多数の人に提案し，そろっ

た場合に事業者にサービスを実施させるものである．

「仲介」との違いは，サービスを受ける人が当初から

は決まっておらず，ある数の希望が存在した時のみ，

仲介するサービスが発生する点である．これの収益モ

デルは，仲介手数料が主体である．

表 2 仲介型プラットフォームビジネス分類

分類 典型事例
主たる収益

モデル

仲介

PayPal 手数料

求人サイト 手数料

BlaBlaCar 手数料

グルメサイト 手数料

カーシェヤリング 手数料

オークションサイト 手数料

Airbnb 手数料

情報場

SNS 広告

口コミサイト 広告

動画投稿サイト 広告

クックパッド 広告 /会費

共同活動

クラウドファンデング 手数料

希望講座開設 手数料

リクエスト映画上映 手数料

3. 開発ツールの機能要件の提案

開発ツールの機能要件提案を下記のステップで行う．

ステップ 1：利用者から見た外部的機能要件の抽出

表 2 に示した，仲介型プラットフォームビジネス分

類の中から，一例ずつ例を取り抽出し，その要件を一

般用語とする．

ステップ 2：要件の一般化

上記で抽出した要件に対してこれらの事例以外のシ

ステム実装上必要と考えられる機能を追加する．

ステップ 3：開発ツールから見た機能要件の追加 (4 章 )
開発ツールから見た機能要件の抽出を行い上記の結

果とマージする．

3.1 利用者から見た外部的機能要件の抽出

プラットフォームビジネス表 2 の分類から，利用者

から見た機能要件を書き出すと次のようになる．

①メイン機能

・登録 /検索機能

・情報発信やコミュニケーション場提供機能

・応募集約機能

②サブ機能

図 3 仲介ビジネス (Airbnb)の ArchiMate での記述

       図 4 クックパッドの ArchiMate での記述

図 5 共同活動 (クラウドファンデング )の ArchiMate での記述
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・手数料収集機能

・顧客管理機能

これらの機能を仲介ビジネスの Airbnb や，情報場の

クックパッドや，共同活動のクラウドファンデングの

事例を ArchiMate[8]で記述したものを参考にしなが

ら詳細化を行う．

Airbnb は自宅の空き部屋などを旅行者に貸し出すサ

ービスである．登場するアクター，外部に提供されて

いるビジネスのサービス，大まかにビジネスプロセス

を ArchiMate で記述したものが図 3 である．

クックパッドは，レシピーを登録し，これを会員が

検索するサービスである．ArchiMate で記述したもの

が図 4 に示す．ただしここでは，会員の登録 /管理につ

いては記述していない．また，クラウドファンデング

は，新しい商品の開発や販売のため資金集めを仲介す

るものである．これを ArchiMate で記述したものが

図 5 である．

図 3 では，外部に提供されているサービスは，物件

の登録，物件の検索，顧客管理，予約，支払いである．

内部のビジネスプロセスで上記に現れていないもの

に，登 (物件 )録受付，(物件 )審査登録，宿泊券発行があ

る．

図 4 では，外部に提供されているサービスは，レシ

ピー投稿，レシピー検索，広告登録，広告表示である．

内部のビジネスプロセスで上記に現れていないものに，

レシピー受付，Web サイト向け編集，広告受付，Web
サイトへの UP がある．

図 5 では，外部に提供されているサービスは，ファ

ンド投稿，ファンド検索，ファンド応募，ファンド成

立である．

表 3 要件整理

大分類 分類 図 2,3,5 からの要件 一般化要件

メイ

ン機

能

マッチング機

能

物件の登録

物件検索

(物件 )登録受付

(物件 )審査登録

ファンド投稿

ファンド検索

ファンド受付

ファンド審査

ファンド応募受付

レシピー受付

登録

検索

受付

審査

情報発信やコ
ミュニケーシ

ョン場提供機

能

レシピー投稿
レシピー検索

広告登録

広告表示
広告受付

投稿
広告登録

受付

審査
登録

応募集約機能 ファンド応募

ファンド成立

応募カウント

応募

成立

サブ
機能

手数料収集機
能

予約

支払い

予約
課金

決済

顧客管理機能 顧客管理 顧客管理

その

他

コンテンツ管

理

Web サイト向け編集

Web サイトへの UP
UP
編集

内部のビジネスプロセスで上記に現れていないものに，

ファンド受付，ファンド審査，Web サイトへの UP，

応募受付，応募カウントである．

  取り上げた 3 つの事例で抽出した単語を一般用語に

置き換え，要件の整理を行ったものが表 3 である．

3.2 外部的機能要件の一般化

次にこれに，これらの事例以外システム実装上必要

と考えられる機能を追加し整理し一般化したものを

表 4 に示す．

4.Paas 型開発ツールに求められる機能

4.1 PaaS 型をベースとする理由

ここで前提としている PaaS 型開発ツールは，開発

され，実動するシステムがクラウド上で動作するシス

テム開発ツールである．かつデータベースの設定や業

務フローの設定により実行エンジンがそのままシステ

ムを実動させることができるものである．

以前からも同様の方法によりプログラムソースを自

動生成するものは多数存在したが，昨今は実行エンジ

ンによりそのままシステム実動できるツールが出てき

ている [2]．
クラウドをベースとした理由は，次のものである．

表 4 利用者機能要件

機能 説明

メイン機能：マッチング機能

登録 物件，情報，マルチィメディア

検索 物件や情報の利用者による検索

受付 登録対象の受付

審査 上記の審査

再生 マルチィメディア

メイン機能：情報発信やコミュニケーション場提供機能

投稿 審査せずそのまま掲載

広告登録 広告の登録

受付 上記の受付

審査 上記の審査

メイン機能：応募集約

応募 なんらかのものへの応募

成立 設定され条件での成立

サブ機能：手数料収集機能

予約 他の人に渡さない機能

課金 課金する機能

決済 クレジットカード，電子マネー

顧客管理機能

有料会員 会費管理の対象会員

無料会員 アカウント管理のみの対象

会費管理 会費の請求と支払い状況管理

コンテンツ管理

Web サイト向け編

集

コンテンツ編集機能

Web サイトに UP コンテンツ UP 機能

利用者の利便性向上機能

テンプレート 既存のテンプレート利用

利便性 UI 作成機能 利用しやすい UI 作成機能
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・初期投資を少なくしてシステムを立ち上げることが

できる．

・ビジネスの規模が拡大した時，デスク容量や，CPU
能力を契約の変更により増加可能である．即ち，スモ

ールスタートに適していること．

・運用コストが低減できる．即ち，サーバの管理や OS
などの管理は不要であり，アプリケーションシステム

の管理に徹することが可能である．

4.2 クラウド型開発ツールの要件

表 4 に記述し利用者機能要件に更にクラウド型開発

ツールの要件を追加すると表 5 になる．

ここでは，利用者の機能面からは直接見えない，ツ

ールで実現すべきシステムの機能の候補を追加してい

る．ここには，データベース (DB)の機能，他と連携機

能，ビジネスロジック，ユーザ管理機能，課金機能な

どが含まれる．

備考欄で×が付いているものは，ツールの機能では

なくアプリケーションとして実装する必要があるもの

を示している．例えば，増殖機能は，他人を誘込む機

能などである．この事例としては，料金体系などが含

まれる．求人マッチングサイトで，求人側，求職側い

ずれの登録も無料とし，マッチングが成立した時のみ，

求人側から，料金を徴収する方式は，戦略的なもので

あり，ツールの範囲ではない．

5. PaaS 型開発ツールの機能確認

我々は，提案した要件が現存するツールにどの程度

そなわっているかの確認のため高速開発ツールを実際

に利用し，確認することを予定している．対象とする

のは，表 1 の中のタイプ 3 のツールである．選択したツ

ールを表 6 に示す．

6. 今後の取り組み

本報告では，プラットフォームビジネスに焦点を当

て，PaaS 型の開発ツールがもつべき機能の提案を行

った．今後行うべきことは次のものである．

・世の中ツールが提案した機能を程度実装しているか

評価を行うこと．

・これらのツールによるシステムの実装を通じて，提

案して内容を更に深めること．

・プラットフォームビジネスのアーキテクチャからこ

れらの機能がどのように導出されるかを確実にするこ

と．

表 5 利用者機能要件

機能 説明
備

考

メイン機能：マッチング機能

1 登録 物件，情報，マルチィメディア

2 検索 物件や情報の利用者による検索

3 受付 登録対象の受付

4 審査 上記の審査

5 再生 マルチィメディア

メイン機能：情報発信やコミュニケーション場提供機能

6 投稿 審査せずそのまま掲載

7 広告登録 広告の登録

8 受付 上記の受付

9 審査 上記の審査

メイン機能：応募集約

10 応募 なんらかのものへの応募

11 成立 設定され条件での成立

サブ機能：手数料収集機能

12 予約 他の人に渡さない機能

13 課金 課金する機能

14 決済 クレジットカード，電子マネー

顧客管理機能

15 有料会員 会費管理の対象会員

16 無料会員 アカウント管理のみの対象

17 会費管理 会費の請求と支払い状況管理

コンテンツ管理

18 Web サイト向け編

集

コンテンツ編集機能

19 Web サイトに UP コンテンツ UP 機能

利用者の利便性向上機能

20 テンプレート 既存のテンプレート利用

21 利便性 UI 作成機

能

利用しやすい UI 作成機能

以下ツール要件機能

DB 機能

22 DB 定義 DB の定義

23 DB の利用 DB の基本的な利用

24 DB の高度利用 DB を他のソフトから利用機能

増殖機能

25 他人を誘込む機能 他との差別機能 ×
他と連携

26 他のプラット 他のプ ラッ トフォ ーム との 連

携機能

26 他アプリ 他アプリとの連携

ユーザ管理機能 ログオンユーザの管理

27 ユーザ作成 管理者によるユーザ作成

28 パスワード管理 パスワード変更，初期化

29 アクセス制御 ユーザ毎のアクセス制御

ビジネスロジック

30 パラメータ パラメ ータ でのビ ジネ スロ ジ

ック選択

31 言語 プログラム言語での追加

実動したシステム利用課金

32 開発者 システム開発者への課金

33 登録ユーザ システム利用登録者への課金

34 不登録ユーザ ゲストユーザへの無課金
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表 6 評価対象 PaaS 開発ツール一覧

連

番

製品名称 /
ベンダー

ツールの概要

1
Mendix/
Mendix
[9]

MDA（Model-Driven Architecture）採

用によるノンプログラミングの企業情

報システムを高速開発するツール．以下

の３つのコンポーネントからなる．①デ

ータベースアクセスの仕組みを生成す

る，UML のクラス図ライクな Domain 
model，②レスポンシブな画面を設計で

きる UI model，③ビジネスロジックを

記述する BPMN ライクの Microflows．
会員管理，決済機能などのコンポー

ネント，ユーザ画面などの追加開発

を行うことで，Web プラットフォー

ムの作成が可能である．

2 Force.com/ 
Salesforce
[10]

Force.com は，ウィザード形式によりデ

ータベースとビジネスロジックを作成

するノンプログラミングの企業情報シ

ステムを高速開発するツール．カスタマ

イズのための独自の言語と画面記述ス

クリプトをもつ．Web プラットフォー

ムについては，独自言語を利用してエコ

ポイントシステムを構築した実績があ

る ． Force.com の 拡 張 ツ ー ル に

Communities がある．Communities に

は，会員管理機能が提供されており，ノ

ンプログラミングで比較的単純な Web
プラットフォームの構築が可能である．

3 ECHO/
ニューロベイ

ズ

[11]

EC サイトなどの Web プラットフォー

ムをノンプログラミングで構築するた

めのツール．会員管理，決済機能，Web
画面テンプレートなどプラットフォー

ム作成のためのコンポーネントが提供

されている．また，EC 以外にマッチン

グなどのシステムテンプレートを備え

ていて，これらを組み合わせて，システ

ムを構築する．カスタマイズは， Java 
Script などで利用できる SDK で行う．


